
 

 

第４回 足立区パラスポーツ推進協議会 会議録 

会 議 名 第４回足立区パラスポーツ推進協議会 

事 務 局 生涯学習支援室 スポーツ振興課 

開催年月日 令和６年 12 月 17日（火） 

開 催 時 間 午前 10時 00分 ～ 午前 11時 29分 

開 催 場 所 足立区役所 ８階 特別会議室 

区長の出席 有・無 

出 席 者 

会長 

盆子原 秀三 委員 

副会長 

藤後 悦子 委員 

副会長 

植松 隼人 委員 

飯ケ谷 美惠委員 鵜沢  勝 委員 加藤 仁志 委員 

蔵津 あけみ 委員 桑原 芳枝 委員 小金井 寛 委員 

齋藤 安江 委員 佐藤 奈緒 委員 戸部 明男 委員 

中島  進 委員 中村 一昭 委員 羽住 敏久 委員 

原  則子 委員 永島 崇子 委員 森澤 美穂 委員 

依田  保 委員 千ヶ崎 嘉彦 委員 馬場 優子 委員 

欠 席 者 

副会長 

安岡 由恵 委員 
鈴木 常義 委員 照井 智幸 委員 

中山 小夜子 委員 西方 雅良 委員  

会議次第 

１ 前回協議事項の確認 

２ アクションプランの「各事業詳細」の設定 

３ その他 

４ 次回日程について 

配付資料 

・資料１ 足立区パラスポーツ推進協議会委員名簿 

・資料２ 足立区パラスポーツアクションプラン（案） 

・足立区バリアフリーマップ 区内全域図 

そ の 他 
傍聴人：有・無 

その他の参加者：有・無 
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（審議経過） 

＜村本スポーツ振興課長＞定刻でございますの

で、ただいまから第４回足立区パラスポーツ推進

協議会を開催させていただきます。 

 本日は、お忙しいところご出席いただきまして、

誠にありがとうございます。 

 私は、スポーツ振興課長の村本と申します。審

議が始まるまでは私が司会進行を務めますので、

よろしくお願いいたします。 

 本日は、委員 26名のうち 19 名の委員にご出席

いただいておりますので、定足数である過半数を

満たしており、本協議会は成立しております。 

 なお、本協議会は条例で公開を原則としており、

会議記録はホームページ等で公開させていただ

きます。会議記録を正確に作成するため、皆様の

ご発言を録音させていただいております。 

 前回の第３回パラスポーツ推進協議会の議事

録案について事前に郵送させていただいており

ますが、内容の修正がございましたら、お手数で

すが 12 月 27 日までに事務局までお申し出くだ

さい。 

 ご発言の際は、恐れ入りますが、挙手をお願い

いたします。お名前をお呼びいたしますので、お

手元のマイクのスイッチを押して発言をお願い

いたします。ご発言が終了しましたらスイッチを

お切りください。マイクのスイッチ操作について

は、近くの係員がサポートさせていただきます。 

 なお、本日は傍聴の方が２名いらっしゃってい

ます。 

また、公開はいたしませんが、記録のため写真

撮影をさせていただきますので、ご了承ください。 

 それでは、ここからは具体的な審議に移ります。 

 盆子原会長、進行をお願いいたします。 

＜盆子原会長＞皆さん、おはようございます。 

 年末のお忙しいところ、お集まりいただきまし

て、誠にありがとうございます。今回が第４回目

の会議となります。これまでの会議において、皆

様方が、これまで長年にわたって積み上げられた

ことや、それぞれの思い、そういったことにおい

て、お互いの立場において、大分共有できつつあ

るかと私は感じております。 

 そして、前回の会議では、足立区のパラ推進に

おけるアクションプランを実行するための４つ

の柱となる施策が出来上がりました。まだ、見直

しや加えなければならないところがあるかもし

れません。さらに、今回の会議では、それぞれの

柱の施策展開において、より具体的な策を講じる

こととなります。皆様方のご経験やアイデア等、

より一層のご意見を賜りますよう、お願い申し上

げます。 

 

 

 

１ 前回協議事項の確認 

 

＜盆子原会長＞それでは、本日の審議に入ります。

次第の１番「前回協議事項の確認」について、事

務局より説明をお願いいたします。 

＜村本スポーツ振興課長＞それでは、私からご説

明いたします。 

 なお、本協議会には視覚障がい、聴覚障がいの

方がいらっしゃいます。過去の審議では、共通認

識を深めるために資料をできる限り読み上げて

ご説明させていただきましたが、今回の審議では

意見交換の時間を多く取りたいと考えておりま

す。つきましては、ご説明を少し割愛して資料の

読み上げとご説明をさせていただきたいと思い

ます。 

 それでは、資料２「アクションプラン（案）」

の 10 ページを開きください。 

 前回の協議会では、施策体系についてご議論い

ただきましたが、前回の資料から記載内容を少し

変更させていただいております。 

 変更箇所は 10 ページの表になっている部分で、

上から２段目の施策の柱Ⅱの「障がいのある方へ

のパラスポーツの「場」や「機会」の拡充」の行

になります。 

 一番右列の２「サークル活動（ソフト面）の実

施の②として「サークル等の活動相談（新規）」

と記載しておりました。こちらは「障がいに理解

のあるサークル等の区ホームページの紹介（新

規）」と変更させていただきました。 

 変更の理由ですが、「サークル等の活動相談」

は、既にあだちスポーツコンシェルジュの事業の

一部として行っている内容になりますので、「あ

だちスポーツコンシェルジュ」に統合して実施し

てまいります。 

 また、代わりに記載した「障がいに理解のある

サークル等の区ホームページ紹介（新規）」につ

いては、前回資料に記載されていた中から事務局

が選択して、案として一旦記載させていただきま

した。今回の審議を踏まえた記載内容としたいと

考えております。 

 続いて、12ページをお開きください。 

 ２つ目の「サークル活動（ソフト面）の実施」

の項目になります。四角く囲んでいる箇所に、先

ほどご説明した「サークル活動の相談」と記載し

ておりましたが、同様の理由で記載を変更してお

ります。 

 私からは以上です。 

＜盆子原会長＞ご説明ありがとうございます。 

 前回の会議におきまして、「障がいのある方へ

のパラスポーツの「場」や「機会」の拡充」とい

うところで第Ⅱの施策の柱の中に「サークル等の

活動相談（新規）」の項目を入れておりましたが、

第Ⅲの「施策」の「障がいのある方へのパラスポ
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ーツ支援の充実」にある「スポーツコンセルジュ」

に統合したということになります。 

 というところで、ここにもう一つの「障がいの

あるサークル等の区ホームページの紹介（新規）」

を入れたというところです。これはスポーツ実施

率が低いことに対して PR 活動、いわゆる一つの

解決策だというふうに感じております。 

 この件について、それぞれの関係者の皆様、ご

意見やご質問などがございますでしょうか。質問、

ご意見のある方は挙手をお願いいたします。―

よろしいでしょうか。 

＜佐藤委員＞親の会の佐藤です。 

 質問ですけれども、「区ホームページの紹介」

というのは、区のホームページでサークルなどの

紹介をするページを区のほうで作ってくださる

という意味なのですか。 

＜村本スポーツ振興課長＞そうですね。活動紹介

ということでリンクを貼ったりとか、そういった

やれるところからと考えております。 

＜依田委員＞地域のちから推進部長の依田でご

ざいます。 

 区のホームページでご紹介させていただくと

いう形になるのは、「こういうサークルがありま

すよ」「団体がありますよ」というご紹介になる

と思います。その中で、団体の皆様でホームペー

ジをお持ちであれば、そこに飛ぶようにリンクを

貼るとか、区のほうで団体さんのホームページを

作ってさしあげということではないということ

でご理解をいただければと思います。 

＜盆子原会長＞よろしいでしょうか。 

＜羽住委員＞スポーツ推進委員会の羽住です。 

 今の文言なのですが、これでいくと区のホーム

ページで各団体を紹介するみたいなので、「区の

ホームページでの紹介」という形のほうが、よろ

しいのかなと思ったりしました。 

＜村本スポーツ振興課長＞文言につきましては、

すみません、今回の意見等を踏まえまして検討さ

せていただければと思っています。 

＜盆子原会長＞そのほかございますでしょうか。

―いかがでしょうか。 

 なければ、後ほど施策展開について、それぞれ

の事業において協議する時間がございますので、

そちらのほうで、またご意見を頂きたいと思って

おります。 

 

２ アクションプランの「各事業詳細」の設定 

 

＜盆子原会長＞続いて、次第２の「アクションプ

ランの「各事業詳細」の設定」について、事務局

から説明をお願いいたします。 

＜村本スポーツ振興課長＞それでは、資料２の

「アクションプラン（案）」の 15 ページをお開

き願います。 

 ここからは各事業の詳細となります。こちらの

記載内容は区と指定管理者、スポーツ推進委員、

総合型地域クラブの事業を掲載しております。 

 パラスポーツの推進については、区のみではな

く、多くの地域の方々のお力が必要となりますが、

地域の方の全ての活動内容を記載すると際限が

なくなってしまうと考えております。 

 また、事業概要や活動指標の欄に「新規事業に

つき、取組内容検討中」と記載している事業が幾

つかございます。本日は、こちらの内容を中心に

委員の皆様にご意見を頂戴したいと思います。 

 そのほか、令和６年度の現状値に令和５年度の

実績を記載している箇所がございます。こちらは

現時点で令和６年度の事業が終了していないた

め、参考に令和５年の数値を記載しております。

このアクションプランが完成するときには、令和

６年度の実績を記載いたします。 

 令和８年度の目標値についてですが、上位計画

である運動・スポーツ推進計画で目標値が設定さ

れているものについては、同様の目標値としてお

ります。 

資料の説明は以上です。 

＜盆子原会長＞ご説明ありがとうございます。 

 それでは、事業詳細の欄に「新規事業につき、

取組内容検討中」と記載されている事業について

審議したいと思います。 

 まずは 15 ページの３「各活動主体別の情報連

絡体制の構築（新規）」ついてです。これはいわ

ゆる各活動間との連携というところで、ネットワ

ークづくりだと思います。 

 前回の会議において、鵜沢委員から「視覚のイ

ベントには聴覚障がいの人、知的障がいの人も来

ない。いわゆる周りとの連携がない。イベントの

交流が必要」というご意見を頂きました。 

 また、飯ケ谷委員から「ボランティア募集の連

絡網と連絡網の構築」という意見を頂きました。 

 皆様方のご意見を頂きたいと思います。ご意見

のある方は挙手をお願いいたします。 

 ないようですが、これまでのことですけれども、

それぞれの各委員のところでは、定期的に会合等

を行っておられると思います。その実態について

少しお話を頂ければと考えておりますが、いかが

でしょうか。 

＜依田委員＞発言してもよろしいでしょうか。 

地域のちから推進部長の依田でございます。 

 前回の会議の際に、今会長からもお話を頂きま

したが、自分のところの団体ではいろいろな取組

をしているのだけれども、ほかの団体がどんなこ

とをやっているのかがよく分らないという話を

頂いております。 

 実は、このパラスポーツを進めるためには、横

のつながりが非常に重要ではないかと事務局で

思っておりまして、どうやったら横のつながりの
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構築ができるのだろう、どんなことをすればいい

のだろうというところで、ぜひご意見を頂きたい

と思っております。 

 先ほど「区のホームページに載せますというこ

とも考えています」ということは、ご説明したと

おりなのですけれども、パラスポーツに関する団

体間の交流、イベント間の交流をどう具体的に進

めるべきなのかというところで、ぜひ皆様のご意

見を頂ければと思っております。どなたかよろし

くお願いいたします。 

＜飯ケ谷委員＞飯ケ谷と申します。よろしくお願

いいたします。 

 私もスポーツのイベントや教室を通して、たま

に障がいをお持ちの方がいらっしゃるのですが、

そういう方が継続してできるサークルとかに入

ることもあるのですが、大体そういう方がお母さ

んを中心に、会みたいというか、グループみたい

なところに所属をしていて、１人が入られると

「うちのほうからもいいですか」という感じでご

紹介があるのですが、反対に、そういうお子さん

をお持ちのお母さんたちの会だか、グループがあ

るのだと思うのですね。そういう方たちは、私た

ちはふだん縁がないので全然分からないのです。

どなたが取材をしていて、そういうのがあるか。 

 民間に結構そういう方がいらっしゃって、「障

がい者だけのところで教えてもらったりできま

すか」とか、健常者と障がい者の比率が、障がい

の方が多くなると、例えばトランポリンとかそう

いうのになると、指導の仕方が違ったりしてくる

ので、そういうお母さんたちが中心になってやっ

ているサークルさんというか、そういう方たちの

情報を知りたいと思っています。以上です。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。その意見

について。 

＜中村委員＞その意見じゃなくて、自分の意見な

ので、終わってからで大丈夫です。 

＜盆子原会長＞子どもたちのという、そういった

母親を中心としたグループという、そういった意

見でございますけれども、それに該当されるとこ

ろの状況をもしよろしければお知らせ願いたい

と思うのですが……。ございませんか。 

＜佐藤委員＞親の会の佐藤です。 

 親の会としては、私たちも把握していない小さ

いサークルっていっぱいあるというか、いろいろ

なところでお母さんたちはつながっていますけ

れども、基本は学校でのつながりかなと思うので

すけれども、特別支援学校はもちろんのこと、支

援学級さん、知的の人だったら学級さんでのつな

がり、学校を中心になっているのかなと思うので、

やはりいろいろな区立の小学校とかに入ってい

けるといいのかなと思います。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

 学校関係といいますか、永島委員のところです

けれども、もし……。 

＜永島委員＞花畑学園の永島です。 

 学校は、いろいろな情報を皆さんにお渡しする

のに、学校のホームページももちろんですが、メ

ールを中心とした連絡網を作っていますので、そ

ちらのほうで、学校の中での連絡をしていくとい

うことを中心にやっていますので、その中で一人

一人一人のお子さんが、例えばどういうサークル

とかに入っていてというのは正直把握はできて

いないし、してもいないのですね。なので、例え

ば学校にご連絡を頂ければ必要なお子さんたち

に情報を流していくというような方法を今は取

っております。以上です。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

 そのほかございますでしょうか。―よろしい

ですか。 

＜飯ケ谷委員＞ありがとうございます。今、総合

型のほうでも障がい者のメニューというか、ボッ

チャとかそういうのを、まずは健常者の人にも知

っていただこうということで、足立区の支援を受

けながら障がい者のメニューというのをやって

いるのですが、なかなか障がい者の人がお見えに

ならないのですね。 

 どうやって障がい者の人たちにも「ぜひ参加し

てください」という、せめて自分の地域だけでも、

そういうところに連れてきていただいて、とても

楽しく健常者と皆さん―私の学校の近くで若

いウィズユーさんが格好いいユニフォームをそ

ろえて来てくださって、健常者さんの皆さんもと

てもわーっと驚いて、みんなと一緒に最後まで楽

しくやって、たしか最後に特別賞を渡しまして、

毎年来ていただきたいというのが、初めて健常者

と障がい者とこうやって一緒にやれるのだとい

うのが分かったのですね。ですから、ぜひそうい

う「いかがですか」という情報を、総合型のほう

から流せるようになったらいいなと思っていま

す。ありがとうございました。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

 総合型については、受皿はあるのだけれども、

「なかなか来てくれない」というのがありました

ね。そういうきっかけがあるとよろしいと思いま

す。 

＜中村委員＞東京ヴェルディの中村です。おはよ

うございます。すみません、２回欠席して申し訳

ありません。 

 私が思うところですと、まず団体のつながりの

ところで言いますと、本当に現場で一緒に活動す

ることが大事かなと思っていて、スポーツを通し

て、各団体がどんな活動をしているかというとこ

ろでいうと、インクルーシブの活動をやることに

よって、お互いが「どんな指導しているのかな」

とか、「どんなスポーツをやっているのかな」と

いうことを知ることができますので、そこら辺は
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こういう会議の場でお話をすることも大事かな

と思うのですけれども、スポーツを通して人と人

を近づけていく。スポーツであれば簡単に人と人

が近づけていけるということをグラウンドの中

でも感じますので、そこは団体間でも一緒かなと

思うので、現場でいろいろなスポーツを楽しむよ

うな活動を通して、例えばこちらでトランポリン

をやっていて、こちらでは知的障がいの方がサッ

カーをやっていてとか、いろいろな活動があって、

そこには植松さんがいてサッカーをやっている。

そして植松さんが面白おかしく活動してくれて

いるとか、そういう活動とかができるといいのか

なと思います。 

 我々が最初に、11 年前、12 年前にインクルー

シブの活動をやったときに 10 人程度しか来なか

ったのですね。それも本当に、今お話ししていた

ように、「ADISCさん、じゃあ来てください」と

いう形でやっているような、我々の近くで言うと

「町田のほうにあるサッカーチームに来てくだ

さい」というところからスタートして、そこから

私は一度話したら「この活動をどんどん一緒にや

っていきましょう」ということを常日頃言って、

いろいろな方々に声をかけていって、今 11 年目

になるのですけれども、インクルーシブの活動で

いうと 150 名か 200 名ぐらいの方がいらっしゃ

って、８割方は障がいのある方で、逆に我々の活

動は、障がいのある人たちはほとんど来ていて、

健常の子たちは本当に１割、２割で、徐々に健常

の子たちが増えてきているというような状況で

あります。 

 なので、本当にインクルーシブの活動は団体の

垣根も取れますし、あとはひょっとするとスポー

ツの垣根も取れるかなと思うので、まずはこの場

でもそうだと思うのですけれども、今ここにいる

皆さんとグラウンドで何かご一緒できる機会が

あれば、お互いの理解も深まりますし、あとは活

動も知って、また新たなスポーツとか、新たな活

動を発展することができるのかなと思います。以

上です。 

＜盆子原会長＞団体という垣根を超えるという

ことにおいては、このインクルーシブの活動を通

してということでしょうか。ありがとうございま

す。 

 ほかにございましたら。どうぞ。 

＜飯ケ谷委員＞すみません。先ほどの私の発言の

中で間違いがありまして、この間、地域でやる総

合型のボッチャに来ていただいたのは、ひまわり

園さんだと思います。とても上手で、どこかで練

習をされているのかなというのと、さっき言った

ようにすばらしいユニフォームを着て楽しく終

わったのですが、その後ウィズユーさんのほうか

ら、私たちが指導に出向いて、近くなので歩いて

いけるので、時間を取っていただいて、私たちが

道具と指導をするということで出向いてという、

２つ昨年やっとそういう方々と連携が取れたと

いうことで、ひまわり園さん、失礼しました。お

名前を間違えました。以上です。 

＜盆子原会長＞どうぞ。 

＜中島委員＞西伊興ひまわり園の中島と申しま

す。 

 今、飯ケ谷委員からもありましたとおり、興本

地区大会のほうに地域の方と一緒に、うちの利用

者が数名参加させていただきました。なかなか地

域の方と一緒にやるという機会があまりないで

すので、最初は皆さん緊張しておりましたけれど

も、ご家族も一緒に楽しめたということで、とて

も喜んでおりました。 

 こういうスポーツ、今、西伊興はボッチャ、あ

だちの里もボッチャに少し力を入れてやってお

ります。指導を受けるというところでは、うちは

葛飾区ボッチャ協会の先生に来ていただいてお

ります。月２回、３回と来ていただいて、一生懸

命練習させていただいて、だんだん上手になって

きて、うちの法人の中で、いろいろな大会をつく

ったりとか、そういったところで、うちから発表

したりとかというのはやっているのですが、これ

というのは今までも同じようなことをやってい

るのですね。法人の中でいろいろな催し事をつく

ったりとか、イベントをしたりというのは、これ

はどこでも多分やっていることだと思うのです。

これからに関しては、これをどうやって地域につ

なげていくのか、障がい理解を少しでも深められ

ていくような取組にしていくのかというのが大

きな課題で、これはなかなか、正直つてがないと

いう、情報もないというのもあるのですけれども、

手探りな状態です。 

 事業所単位で動いているので、例えば西伊興と

しては近隣の地域包括支援センターに連絡して、

認知症カフェの店員さんと一緒にやらせていた

だいたりとか、そういった交流は少しずつできて

はきておりますけれども、そういう機会がどこに

あるのか、飯ケ谷委員もおっしゃっていましたけ

れども。西伊興も歩いて１分ぐらいで西伊興小学

校があるのですけれども、そこにも実は「ボッチ

ャを一緒にやりませんか」みたいなお話はさせて

いただいたことがありますが、年度途中でいきな

り「やりたい」と言っても、学校って決まってい

ますし、いろいろ忙しいのだと思うのです。なの

で、どういった交流を計画的にやっていくかとい

うことは、情報の収集も含めて、とても大切なの

だろうなと思います。 

 いろいろな地域のイベントで声をかけていた

だくということはもちろんいろいろあるのです

けれども、それだけではなくて、こちらからどう

やってアクションをしていくかというか、情報を

発信していくかということも、受け身だけじゃな
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くて、自分たちから行くということはとても大切

なんだろうなと今思っております。すみません。

以上です。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

＜小金井委員＞KIT クラブ 21 の小金井と申しま

す。 

 私どもは昨年、２か月に１回ボッチャのゲーム

をしようということで、募集をかけて、当初は何

名かの方で、健常者ばかりなのですが、小学生の

子どもさんたちとか、そういうふうな方たちが何

名か見えて、その２か月後と申しますと、健常者

の方で半分ぐらいの人数になってしまって、３回

目になると、１人、２人で、我々スタッフが用意

していても皆さんいらっしゃらない。ましてや障

がいをお持ちの方は、その間一度も見えなかった。

その周知というのは、ある程度、広報紙でやって

いるつもりなのですが、そういった需要がなく、

なんか尻つぼみになって、クラブのほうでは体育

館用のミニのボッチャのシートなども用意して、

受皿はあるのですけれども、なかなかそういった

需要がない。企画しても尻つぼみになってしまう

という現状で、どこかの施設とパイプがつながっ

てという要望があれば、それにこしたことはない

と思うのですが、なかなかそういった方はいらっ

しゃいません。 

 それからクラブの会費なんかも、来年度からは

普通の一般会員は 4,000円で、フリーパスでどん

な種目にも参加できるような形にしようと。障が

い者の方は無料でということで考えているので

すが、果たしてそういった方が、今までメンバー

の中でもいないのですね。ですから、ぜひ何かそ

ういった要望があれば、ご相談に乗れるかなと思

っております。以上です。 

＜盆子原会長＞前の会議でしたが、出前授業でと

いうところで、「町会の回覧板を使って」という

ことを申されておりましたね。ありがとうござい

ます。 

 地域との交流というところで、また申し訳ござ

いませんが、永島委員の学園祭のところで地域住

民との交流会をされたということをお聞きいた

しましたが、いかがでしょうか。 

＜永島委員＞花畑の永島です。 

 地域の方々もたくさん来てくださいましたけ

れども、足立区のほうからもコンシェルジュの方

が来てくださったり、社会福祉士協議会のほうか

らもブースを出していただいたり、あとは卒業生

が利用している各団体からもブースを出させて

いただいたりと、学園という場所を活用していた

だいて交流をしていただけたのかなと思ってい

ます。 

 ただ、学園祭という一つの大きな行事ではある

ので、そこからどういうふうにつないでいくかと

いうのは一つ課題になるかなと。そういった場所

を活用していただきながら、広報活動していただ

くといいますか、そういうふうに使っていくこと

は私たちとしては非常にありがたいですし、保護

者もたくさん来ますので、どういったことが足立

区の中でなされているかということを知るいい

機会にもなるのかなと。 

なかなか自分たちから出向いて行って情報を

集めるというのは難しい状況もありますので、一

堂に会していろいろなことが分かるようになる、

情報がもらえるようになるという場所としても

使っていただけるのはいいことなのかなと思っ

ていますし、私たちもそういう部分には子どもた

ちの発表と同じように力を入れています。以上で

す。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。時間も限

られておりますので、それでは今のご意見をもら

いまして、事務局のほうで案をまとめていただき

たいと思います。 

 続いて、17 ページの柱Ⅱ、施策 1、活動番号 1

の「既存施設へのユニバーサルデザインの導入

（改修時もしくは随時）（新規）」についてです。 

 皆様方、ご意見やご質問などがございましたら

よろしくお願いいたします。 

 これはハード面だと思いますので、設備等にお

いて、現在ある施設において、より分かりやすい

案内表示の設置など、具体的な工夫、または問題

点等を皆さんからお聞かせ願いたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

＜鵜沢委員＞よろしいでしょうか。すみません、

ユニバーサルデザインと外れてしまうかもしれ

ないのですけれども、知的障がい者サッカークラ

ブ代表の鵜沢と申します。ふだんは就労支援施設

ウィズユーというところで施設長を務めており

ます。お世話になっております。 

 私たち ADISC は、主に梅島小学校と保木間の総

合スポーツセンターのクライフコートを利用さ

せてもらっています。 

ただ、今現在、梅島小学校の利用が週１回定期

的に利用できることから、クライフコートを利用

していません。 

 理由の１つとして梅島小学校の校庭が使える

ということもあるのですけれども、クライフコー

トは、夏場はとても暑いのです。照り返しがすご

いのですよ。日陰、逃げる場所がない。もちろん

建物の中に避難すれば、それはできるのですけれ

ども、クライフコートで立っているだけでも、私

たち健常者でも本当に危ないということで、夏場

は本当にクライフコートは控えておりました。そ

んなことをしていたら、梅島小学校が定期的に使

えることになったから、今クライフコートをほぼ

使っていないのですね。中村さんも定期的に使っ

ているとは思うのですけれども、クライフコート

との利用率って今本当少ないと思うのですけれ
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ども、もう少しクライフコートが、「グラウンド

に全部屋根をつけろ」というのは無理な話だとは

思うのですけれども、例えばベンチのところにひ

さしをつけてもらったりだとか、日をよけてもら

えるような設備ができたら、もう少し利用しやす

くなるのかなというふうには、私も含め保護者や

利用者が申しておりましたので、もし今後そうい

うことができたら、もう少し利用回数が増えてく

るのかというのは思いました。以上です。 

＜盆子原会長＞貴重なご意見を頂きまして、あり

がとうございます。 

＜中村委員＞東京ヴェルディの中村です。 

 私も同じことを思っております。ひさしでもあ

れば、トレーニングをやって少し休んで、またト

レーニングをやってという形ができるかなと思

うので、そこは非常に必要なことなのかなと。パ

ラソルを設置していただいて、そこで逃げるとい

うこともあるのですけれども、ただやはりなかな

か日陰というところでいうと、しっかりとしたひ

さしがあると非常にいいのかなという、プールと

クラフトコートの間あたりとかにあるといいと

思っております。以上です。 

＜依田委員＞地域のちから推進部長の依田でご

ざいます。 

 今、ご意見を頂きましたように、夏場はかなり

利用率が下がります。ただ、スペシャルクライフ

コートにつきましては、諸条件がいろいろ定めら

れていますので、どんなものができるのか・でき

ないのか、少し検討はさせていただきたいと思い

ますが、条件が厳しい設定になっている―クラ

イフ財団のほうからのお話を頂いてつくってい

ますので、区のほうで好き勝手できるということ

ではないというところはご理解を頂ければと思

っております。 

＜中村委員＞リタさんが来たら当てればいいで

すよね。リタさんに言ってみてもいいかもしれな

いですよね。 

＜盆子原会長＞なるほど。ありがとうございます。 

 そのほかにございましたら。ハード面において

少しご意見がありましたら、どうぞ。 

＜依田委員＞地域のちから推進部長の依田でご

ざいます。 

 今回、これが何で話題になっているかと申し上

げますと、実は総合スポーツセンターは昭和 53

年にできているのですけれども、車椅子の方がご

利用されるトイレの扉が重くて開けられないと

いうご指摘を頂いたりですとか、実際のパラスポ

ーツに関係している方のご意見があれば、今後施

設改修とか入る際にもいろいろ検討させていた

だけるのかなと思って、今回ここの話題にも残っ

ているというところでございます。 

 車椅子の方が「重くてドアが開けられないトイ

レは困るよ」と言われれば、「それはおっしゃる

とおり、ごもっとも」で、すぐ手を打たせていた

だいたのですけれども、何かご意見があれば教え

ていただきたいなというところでございます。 

＜盆子原会長＞なるほど。 

 そうすると、当事者の関係の方のご意見があれ

ば。 

＜戸部委員＞視力障害者協会の戸部と申します。 

 今、総合スポーツセンターのお話が出たのです

が、あそこの施設は昭和 53 年オープンというこ

とですから、当時は障がい者という観念がなかっ

たのでしょうねというのはすごく印象深いです。

とにかく階段、段差が多過ぎます。ですから車椅

子の方は相当大変じゃないかなという印象を持

っています。階段があっても私は問題ないのです

が、やはり設計上見ていると、今のこのバリアフ

リーという観点から見ると、相当あちこち細かい

改善が必要かなという印象を持っています。 

 もう一つ、スポーツセンターとは離れますけれ

ども、今、興本のほうに新しく施設を造っていま

すよね。あちらのほうは室外競技を―要するに

グラウンド系の競技を中心の施設という話を伺

っております。 

 ただ、足立区は、私はサウンドテーブルテニス

という競技をやるのですが、総合スポーツセンタ

ーに専用の設備を置いてもらっている関係で、あ

そこをよく使わせてもらっているのですけれど

も、地域によっては総合スポーツセンターまで行

くのが大変だという方が結構いるのです。せっか

く新しい施設を造ってもらっても、屋外競技を中

心とした施設だということなので、サウンドテー

ブルテニスみたいに室内競技の設備が果たして

置いてもらえるのか、ちょっと心配になっている

のですけれどもね。 

 要するに、総合スポーツセンターまで行きたく

ても、サウンドテーブルテニスをやりに行けない

地域の方が、結局は区外の東京都の施設とか、も

っと自分の住居地に近いところの区外の施設を

利用するというケースが結構あるのですね。そう

すると、この計画はちょっと離れていっちゃうん

じゃないかなというのが、すごく気になっており

ます。以上です。 

＜盆子原会長＞「行くのが大変」という、このこ

とについては施策展開の後半のところで協議を

していきたいと思います。ありがとうございます。 

＜原委員＞今、お話が出ました足立区内で視覚障

がい者の卓球、サウンドテーブルテニスのサーク

ルを行っている者です。 

 先ほど出た総合スポーツセンターを毎週お借

りしているのですが、センター長にも時々申し上

げるのですが、ロービジョンの方、見えづらい方

がガイドさんを使わず１人で参加する方がいら

っしゃるのですね。トイレが今節電で、電気を真

っ暗にいつも消されているのですね。そうすると
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ロービジョンの人は明るいと見えるのですけれ

ども、暗いと見えなくなってしまうので、トイレ

の近くか、トイレになったら、人感センサーか何

かでちょっと明かりがつく、スイッチもどこにあ

るか分からなくて、トイレがなかなか使用しづら

いという意見が出ていますので、目の悪い方のた

めに、ずっとつけていると電気代もかかることも

分かりますので、近くに行ったらトイレ内が明る

くなるような、そういうことも工夫していただき

たいなと思います。以上です。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

＜依田委員＞地域のちから推進部長の依田でご

ざいます。 

 今のトイレの明るさの件につきましては、至急、

総合スポーツセンターのほうと話をして改善し

たいと思っております。 

 その前の場所の問題につきましては、議会のほ

うからも「パラスポーツをやる際には、総合スポ

ーツセンターだけじゃなく、西側のほうにも何か

パラスポーツができる会場が必要ではないか」と

いうご意見も頂いておりますので、会場は別に総

合スポーツセンターにこだわらずに、いろいろな

ご意見を頂きながら、使える会場があれば設定し

ていきたいと思っております。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

＜羽住委員＞スポーツ推進委員会の羽住です。 

 スポーツセンターの設備ということでのお話

ということだったのですが、スポーツセンターの

エレベーター、車椅子の方は、当然体育館に上が

るには車椅子だと思います。イベント終了時に当

然利用者が下りて、それから用具の片づけとか、

そういうことなので、機材と利用者のエレベータ

ーが個別にあるとか、複数台のエレベーターがあ

るとか、そういった形で改修ができたらいいかな

と思っております。以上です。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

 そのほか、ご意見。 

＜佐藤委員＞すみません。パラスポーツというわ

けじゃないかもしれないのですけれども、プール

におむつが取れない子が全く入れなくて、多少お

むつが取れていない人も入れるようなプールが

あるといいなと思います。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

＜依田委員＞地域のちから推進部長の依田でご

ざいます。 

 今のプールの件については、なかなか課題はた

くさんあるのかとは思いますが、そういうご意見

があったということで承らせていただきたいと

思います。どういう条件になっているのかとかい

ろいろ確認して、またご相談させていただきたい

と思います。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

 まだまだあると思いますけれども、これまでの

意見を踏まえて事務局でまとめていただきたい

と思います。 

 続きまして、19 ページの柱のⅡ、施策２、事業

番号２の「障がいに理解のあるサークル等の区の

ホームページでの紹介（新規事業）」についてで

す。 

 冒頭、事務局から、また皆様からご意見があり

ましたけれども、10 ページの施策体系の主な事

業に挙げていることについて、併せてご意見、ま

たご質問などがありましたら、挙手をお願いいた

します。 

＜植松副会長＞遅刻した植松と申します。申し訳

ございません。 

 サインフットボールしながわとして、品川区で

活動させてもらっていますが、聞こえない当事者

として、ホームページの考え方は、いろいろ皆さ

ん、さっきも話が出たと思うのですけれども、こ

れは年齢に応じて情報に触れる方って違うと思

うのですよ。自分は今 40 代となると、どこから

情報を拾っているのかなと思うと、やはり SNSが

中心なのですよ。 

自分の息子が小学校 4 年生、幼稚部がいるので

すけれども、この子たちは何を見ているかという

と TikTokなのですよね。もっと言うと YouTube、

「テレビ、見ないの？」と言ったら、「面白くな

い」と言うのですよね。そういう話をしていくと、

どこから情報を拾っているのかなと。学校でチラ

シをもらってくるのですけれども、見ないのです

よ。持って帰るじゃないですか、チラシを見て「あ

っ、忘れてた」と言うのですよね。ランドセルの

中でくしゃくしゃになっているのですよ。それも

年齢に応じて、先輩の方たちはチラシ世代、40代

の方はどちらかというと SNS。若い人たちは

TikTokか、もうちょっと絞って YouTube。YouTube

は幅広く見ている方もいらっしゃるのですけれ

ども、でもホームページは自分から拾いに行かな

きゃいけない。今、自分も拾いに行かない。どち

らかというと情報が入ってきて、「あっ、いいね」

「行ってみようかな」「めちゃくちゃおいしいラ

ーメン屋さんがあるやん、ちょっと行きたくなる

な」、これが多分行きたくなる環境をつくってく

れているから、そういうふうに引きつけられるよ

うな発信の仕方をしてくれると、僕も聞こえない

のだけれども、関係なく「行けちゃいそう」とい

う感覚がめちゃくちゃうれしくなる。 

僕も目の見えないお友達がいるのですけれど

も、「最近、どこへ行ってんの？」って昨日話し

たばかりなんですよ。そのお友達に聞いたら、イ

ンスタで探っているのですよ。目が見えていない

けれども、音声でしゃべっているのですよ。音声

がめちゃくちゃ早いのですよ、ばばーって。「あ

んた、インスタが聞こえてんの？」って僕は聞こ

えないから聞いたんですけれども、「何を見てる
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の？」って言ったら、「これから食べに行くとこ

ろを探している」と言われて、インスタで調べて

いるんだって。拾い方はいろいろ当事者の話を聞

いてみて、どうやって情報を拾っているのかヒン

トにしながら、ホームページの見せ方ができると

いいよねというお話です。参考にしてもらえれば

と思います。 

＜盆子原会長＞非常に面白いかなと思います。い

わゆる発信するツールが、もっと拡大しなければ

いけないというところです。皆様方、いかがでし

ょうか。 

内容というところもございますけれども……。 

＜加藤委員＞足立区ろう者協会の加藤と申しま

す。 

 今、植松さんからお話があったと思いますが、

私たちは聞こえない立場として、積極的ではなく

てちょっと控え目になってしまいますね。ホーム

ページやスマホなど文章の問題があります。 

 例えば文章ではなくて、動画で手話があったほ

うがいい。声のある世界の人たちは分かると思う

のです。見えない、目を見て分かる、私たちにと

っては、言葉にこだわらず、分かりやすい言葉を

載せてくれたりとか、動画のほうが分かりやすい

です。 

 ろう者は自分から申し込むことはありません。

みんな遠慮してしまいますので、それが課題だと

思っています。ろう者の仲間だけで、例えば野球

とかゲートボールとかいろいろなことがありま

すので、「お願いします」というようなやり方に

なってしまいます。話し方、コミュニケーション

の一つも簡単です。審判も動きで表すようなこと

になります。 

これからパラスポーツは幅広く行われると思

います。例えばボーリングをやります。聞こえる

人は、声を聞いてやりますけれども、ろう者は手

話を見てやります。でも、そういった機会がない

のですね。通訳を呼ぶことも難しいです。スポー

ツの知識があればストレートでやりますけれど

も、人を介すということは大分情報量が少なくな

ってしまうこともあります。通訳が教えているの

ではなくて、やはり自分が直接やるなら分かるの

ですけれども、何かを通すと情報量が少なくなっ

てしまうのですね。常に教わる立場なのです。で

すので、そういうところでは適当なやり方になっ

てしまう。我慢することが多いと思います。これ

が課題となります。指導者の方とか、できるだけ

手話を覚えていただけたらありがたいと思いま

す。今、まだまだなんですね。 

 今、小学校と中学校の出前講座をやっておりま

す。そのときに、皆さんに「手話は好きか」と聞

いて出前講座で交流を持ったりします。目で見る

言葉なのですね。目で見る言葉なのです。日本語

ではありません。文法のある目で見る言葉が手話

なのです。健常者は声でいろいろ情報があります。

ろう者は聞こえませんので、身振りとか、それか

ら「手話」という言語を使います。そういったと

ころを知っていただきたいと思います。大人はな

かなか、まだ難しい状況でありますので、子ども

たちに理解を広めたいと思います。スポーツだけ

ではなく、幅広くそういった情報を届けるような

形になっていけばいいと思います。 

＜盆子原会長＞非常に貴重なご意見を頂きまし

た。 

 こういったコミュニケーションの在り方とい

いますか、発信の仕方といいますか、いろいろな

障がいの方に優しく、分かりやすくという、そう

いったことができたらなと思っております。あり

がとうございます。 

 そのほかございますでしょうか。 

 それでは、次に入らせていただきます。先ほど

のご意見については事務局が案をまとめていた

だきたいと思います。 

 続いて、23ページの柱Ⅲ、施策１、事業番号３

の「障がいのある方への移動サポート制度（協議

会で検討）」についてです。 

 こちらの事業は、前回の協議会で、具体的な検

討の時期は本アクションプランが完成次第、検討

したいと事務局から説明がありましたが、委員の

皆様方、ご意見や質問などがありましたら、よろ

しくお願いいたします。 

 これは障がいのある方がスポーツをするとき

に、最初にバリアになるのは、どうやって自分が

その場所に行くかというところで、先ほどの戸部

委員からの話もあったとおりでございます。 

 第１回の会議におきまして、リタさんがロッテ

ルダムのバディシステムということをご紹介し

ていただきました。学生という立場で、いわゆる

インターンシップで家まで迎えに行って一緒に

施設で楽しむという、楽しんだ後、一緒に家に帰

っていくという、すばらしい体制かなと感心はい

たしました。 

 何かご経験、アイデア等がございましたら、よ

ろしくお願いいたします。 

＜鵜沢委員＞ADISC 代表の鵜沢です。 

うちのクラブにも、移動支援を使って梅島小学

校だったり、クライフコートに来るメンバーの方

がいます。梅島小学校は駅から近いから、１人で

来られるから「練習会をやるよ」というと参加者

が多いのです。ただ、クライフコートでやるよと

なったら、竹ノ塚まで電車に乗って、そこからバ

スに乗って保木間まで行くとなると、「１人じゃ

行けないから、行きたい気持ちはあるけど、親も

仕事しているからいけません。お休みします」と

いうメンバーが数名います。 

 移動支援を使ってもらえれば来られるのです

けども、移動支援も、障がいの程度によって、区
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分によって月に利用できる時間が決まっていま

すから、サッカーの練習ばかりに移動支援は使え

ない。となると、制度上の問題になってきてしま

うと思うのですね。となると、移動支援じゃなく

て、例えば学生のボランティアさんですとか、藤

後先生のところにいる学生さんが、そういう移動

支援とまではいかないけれども、障がい者をそこ

の場所まで連れていってあげることが授業のカ

リキュラムであるとか、そういうものに組み込ま

れて単位が取れるとか、そういう仕組みができて

いったら、もっともっとその場所に行くのが難し

い方たちも、そういうスポーツに参加できる機会

が増えるのかなと思います。 

 なので、うちがクライフコートの利用の回数が

減っているというのも、そういう理由があるので

す。やはりクライフコートだと行きづらい。親も

引率ができない。移動支援もこれ以上使えないと

いう方がいるので、その辺はもう少しルールが変

えられたらいいのかなと思います。以上です。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

 先生、いかがですか。 

＜藤後副会長＞東京未来大学の藤後です。 

 ご助言ありがとうございます。 

私としても、学生が一緒に活動ができたらと思

っているのですけれども、例えばボランティアで

といった場合に、今の学生さん本当に忙しいので

す。私たちの世代のように、授業も出るときと出

ないときがあってというのが許されない状況で、

かなり出席率も管理されているという状況と経

済的な問題という点から、バイトの量もすごく多

いのです。その中で、有償でないボランティアで

定期的にというのは難しいかもしれません。一過

性であれば、あるときは行けて、あるときは行け

ないという程度であればできると思うのですけ

れども、責任を持ってやるとするならば、やはり

定期的に関わってほしいと思っています。それを

バックアップするのは実はなかなか難しいので

す。授業と絡めたいのですけれども、授業構成の

中で妥当性はどうなのかというところも、いろい

ろとチェックされたりという大変さがあるので

す。 

ですので、希望としては、例えば有償ボランテ

ィアという形で足立区のほうで制度があって、そ

れを授業と組み合せるというようなことが一つ

現実的なのではないかなと思っております。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

 学生さんがボランティアに行くというのは私

どもの大学もあるわけですけれども、いわゆるボ

ランティア保険といいますか、何かあったときの

補償とかって、いろいろな問題が生じていること

は確かであります。しかしながら、乗り越えて体

制づくりができたらなとは思っております。検討

させてください。 

 そのほか、ご意見がございましたら。 

＜依田委員＞地域のちから推進部長の依田でご

ざいます。 

 今の障がい者の方が会場へ行く移動が大変だ

というご意見は以前から頂いていて、昨年、令和

５年度から、助成制度で、お一人の方、年間上限

１万円ですけれども、制度はつくらせていただい

ています。ただ「そういうことじゃないよね」と

いうご意見もたくさん頂いていますので、ここの

議題として上っています。 

 区としても、パラスポーツを広めていくために

は、会場をどんどん造っていって移動の距離を短

くするのか、そういう同行していただけるボラン

ティアの方を増やしていくのか、そういったいろ

いろな手法があるとは思うのですけれども、正直

なところ、私どもも「これが解決策ですよね」と

いうのはなかなか見いだせない状況ですので、引

き続きご意見を頂きながら検討していきたいと

思っております。以上でございます。 

＜原委員＞STT卓球クラブの原でございます。 

 私たち視覚障がい者は、やはり今の移動ですご

く困難しています。本日も、私は１人でここに来

ることができないので、ガイドヘルパーさんとい

う方をお願いして来ています。私が卓球をやると

きもガイドヘルパーさん。足立区から頂いている

ガイドヘルパーさんを利用する時間数というの

が、皆さんあるのですね。その範囲で移動しなき

ゃいけないということがあるので、できれば毎週

スポーツを楽しむために、１人で行けないけれど

も、ガイドさんをお願いして来るには、まず私た

ちはガイドさんの時間数をもう少し増やしてほ

しい。 

あと、総合スポーツセンターはバス利用なので

すけれども、本数がとても少ないので、本数が増

えたらいいなと。それを補うには、今度はタクシ

ーを利用してきたり、雨が降ったり、暑い日はタ

クシーを利用するのですけれども、タクシー券も

頂いていますが、それで足りる方・足らない方が

いるので、そういうので補う。 

 １つ問題は、ガイドヘルパーさんにお願いすれ

ばいいのですが、ガイドヘルパーさんもいなくて

来られなかったという部員さんがいらっしゃる

ので、ガイドヘルパーさんも足りていないような

状況がちょっと見られますので、そういう人たち

を増やすことも必要かなと思われます。 

 いろいろ課題を申し上げました。よろしくお願

いします。 

＜盆子原会長＞前回の会議におきましても、ガイ

ドヘルパーさんの高齢化ということで話をされ

ていました。貴重なご意見を頂きましてありがと

うございます。 

＜千ヶ崎委員＞福祉部長の千ヶ崎でございます。 

 ただいまのご意見ありがとうございます。私ど
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もとしましても、そこの部分については一定程度

考えないといけないと思っております。 

 サービスの供給、担い手のほうが少ないという

課題があって、これは介護業界、障がいの業界、

全てにおいて言われていることで、そこの部分で

すよね。どうやって人を確保するのか。高齢化と

いう話もありましたけれども、若い人をどうやっ

て、こういったサービスの担い手として育ててい

くのかという大きな課題があります。ガイドヘル

パーも、その１つの課題になっています。 

そして、サービスの提供の時間数の問題。これ

についても、人によって幅があったりだとか、ど

こが適正なのだろうというのが私も正直判断が

できないようなところがありまして、どういう仕

組みが一番いいのかなといつも思っているとこ

ろはあります。 

ですので、こういった機会で、せっかくですの

で、皆さんがそういうガイドヘルパーに関して、

現場でこういうことが困っているだとか、こうい

うところを直したほうがいいんじゃないかとい

う意見がもしあれば、今日この場で頂けたらあり

がたいのですけれども、どうでしょうか。ざっく

ばらんにお願いいたします。本音で頂ければ私も

理解できると思いますので、ぜひよろしくお願い

いたします。 

＜盆子原会長＞皆さん、ざっくばらんにというご

意見ですので、どうぞ。 

＜千ヶ崎委員＞遠慮なく言ってください。 

＜戸部委員＞私は視覚障がいの全盲という立場

ですので、大体原さんのおっしゃることが分かっ

ています。言えていると思うのですけれども、弱

視の方ですね。弱視の方でも、障害者手帳３級ぐ

らいの本当に視力が弱くて視野の狭い、見づらい

という方々。同行のガイドヘルパーさんも受けら

れず、結局１人で歩いて行動するという方が結構

いらっしゃるのです。そういう方々が、本当にい

ろいろ活動はしたいのだけれども、どうしても最

低限、生活、仕事、病院関係等々で外出するのが

精いっぱいという方が結構いらっしゃるのです

ね。そういう話をよく聞くので、同じ視力障がい

でも、見え方、視野の範囲、同じ等級でも違いが

あるということで、「１級、２級はガイドヘルパ

ーさんはいいけれども、３級以上は駄目ですよ」

とぱっと切られちゃうと、それで困るという方が

いらっしゃるという話はよく聞くのですね。 

 もうちょっと当事者に見合った福祉サービス

というものを、細かくなっちゃいますので、千ヶ

崎部長には大変気の毒かもしれませんが、やはり

当事者に適用したサービスという区分分けを考

えていただきたいというのが、私の今思っている

ところです。以上です。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

＜千ヶ崎委員＞千ヶ崎です。 

 持ち帰らせていただきます。ありがとうござい

ます。 

＜原委員＞原です。 

ガイドヘルパーさんのことで、スポーツを一生

懸命やろうとすると、いろいろな大会だとかそう

いうところにも参加しますので、練習も熱心にす

ると本当にガイドヘルパーの時間がなくなりま

すね。ある方が、病院にも行かないといけないと

いうので時間が足らなくなって、福祉事務所のほ

うに「増やしてほしい」ということで、ちょっと

交渉に行ったらしいのです。だけど、スポーツの

ほうは遊びという観点で捉えて、スポーツという

ふうには捉えなかったみたいで、「そこをもっと

減らして、病院のほうに使いなさい」と、そうい

う答えが返ってきたようなのですけれども、今こ

こで「スポーツをみんなでやりましょう」という

中でありますので、福祉事務所の方たちも、スポ

ーツということはきちんと位置づけてほしいな

と思っております。よろしくお願いします。 

＜千ヶ崎委員＞福祉部長の千ヶ崎です。 

ありがとうございます。持ち帰らせていただき

ます。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。貴重なご

意見を頂きました。 

＜佐藤委員＞視覚障がいの方のおっしゃるガイ

ドヘルパーさんと、先ほど ADISC さんがおっしゃ

った移動支援は全然違う制度で、ヘルパーさんの

資格自体も違いますよね。なので、移動支援につ

いていいますと、知的障がいの場合は、行動障が

いが重い人は、足立区さんは行動援護をそれぞれ

の必要性に応じて支給していただいております。 

 ただ、そこまで障がいが重くない人の場合は、

移動支援で一律基本 16 時間というのがあります。

ただ 16 時間は基本であって、必要な方には「必

要に応じて支給しますよ」とおっしゃられてはい

るのですけれども、毎年毎年「何で必要なのか」

みたいな理由をすごく聞かれて「面倒で」みたい

なことを言う人もいましたので、なかなか 16 時

間で縛られている方も多い状況なので、そういう

スポーツの送迎とか、幅広く使えずにいる方もい

らっしゃるのかなと思います。 

 もちろんヘルパーさん不足は、移動支援のヘル

パーさんも足りないですし、行動援護になるとも

っと必要な資格もあるので、さらに足りなくて、

支給時間はあっても利用できないという人はい

っぱいいますね。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

＜千ヶ崎委員＞今の「毎年毎年、理由を聞かれて」

という、これもちょっと持ち帰らせていただきま

す。ありがとうございます。 

＜藤後副会長＞ガイドヘルパーの人材育成とい

う点で、もしかしたら先ほど話題に出た学生とい

う点で連携できるのかなと思ったのです。 
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例えば入学した学生さんに、ガイドヘルパーを

紹介し、その後、人材登録という形でガイドヘル

パーとして活躍できるというのは一つの可能性

かなと思いましたので、補足させていただきます。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

 まだまだご意見があるとは思いますけれども

―どうぞ。 

＜加藤委員＞ 足立区ろう者協会の加藤です。 

 今ヘルパーさんの問題がありましたが、ろう者

としては手話通訳の問題が一つあります。パラス

ポーツは将来へ発展すると思いますけれども、私

たちからしますと、通訳の用意がないのですね。

例えば趣味があります。ボーリングの勉強のため

にと思って交渉しますと、それでは受け付けても

らえないことがあるのです。パラスポーツ協会と

して通訳をきちんと準備するような形でお願い

します。 

 主催者が通訳を頼むことができでも、本人が趣

味であると、現在は通訳は認められないことにな

っております。謝礼金を払うという立場、友達と

か通訳を頼んだ場合に謝礼金をもらうことにな

ると、そういったところでは抵抗があるようなの

です。主催者が頼む場合でも、趣味に関しては駄

目と言われます。ですので、私たちが主催者に頼

んでも駄目ですし、通訳を頼めることもできない

し、趣味に関しては全く個人的な依頼もできない、

ボランティアセンターもそれを認めないことに

なっております。足立区は非常に厳しい状況にな

っております。 

毎年４月に予算要望を出しますけれども、そう

いったときには交渉するのですが、断られてしま

います。基準を私たちは分かっています。柔軟な

考え方をしていただきたいと思っています。自分

の趣味で申し込むと、何でも手話通訳をつけてい

ただくことができると、とてもうれしいと思いま

す。今の時点では趣味では通訳をつけることがで

きません。それはどうかなと思いますので、考え

ていただきたいと思います。 

 若い人たちの間に手話通訳がいないというこ

とで、高齢者は手話通訳がついていることを経験

しましたけれども、例えば今、若い人たちがボー

リングをしたいということがあれば、そういった

ときは申し込んでも断られてしまうのですね。そ

うすると諦めてしまうということがあるのです。

ですので非常に難しいです。行政の皆さんにもう

少し分かっていただけたらと思います。 

 今、全盲の方たち、弱視の方たちのお話をされ

ましたけれども、そういったところで私たちも同

じような悩みを抱えております。 

足立区がそういったところでは認めないとい

うことがありまして、高齢者は今まで認められた

のに今回認められないというようなことで、非常

に混乱している状態が続いておりますので、ぜひ

そこら辺のご検討を願いたいと思います。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

＜千ヶ崎委員＞社協でのほうでの話なのですか

ね、高齢者……。 

＜加藤委員＞すみません、ろう者ですね。高齢者、

若い人と関係なく、制度として趣味は認められな

いと言われております。 

＜千ヶ崎委員＞社会福祉協会で、そういうふうに

言っているということ？ 

＜加藤委員＞そうです。おっしゃるとおりです。 

＜千ヶ崎委員＞分かりました。ちょっとそれも確

認してみます。持ち帰ってみます。ありがとうご

ざいます。 

＜盆子原会長＞貴重なご意見を頂きました。お時

間となりますので、この件については、具体的内

容については、引き続き審議してまいりたいと思

います。 

 それでは、最後の議案でございますが、これま

で具体的な施策展開において、柱のⅢまで続きま

したけれども、そのほか事務局案の事業以外に加

えたほうがよい事業などはございますでしょう

か。 

 柱の中に事業案を作らせていただきましたが、

それ以外に加えていただきたいという案がござ

いましたらご提案いただきたいと思います。 

＜植松副会長＞サインフットボールしながわの

植松です。 

 僕自身が品川区デフリンピックサポーターと

いうアンバサダー的な仕事もしていますが、ちょ

っと品川を事例にヒントというか、こういうこと

もやっていますよというお話をしたいのですけ

れども。 

 最近はパラスポーツイベント、デフスポーツイ

ベント、大会、いろいろやっていますけれども、

私は「品川区といえばお祭りはすごい盛んだね」

と言ったのですよ。足立区もお祭りはすごいです

よね。いろいろやっていますよね。でも「お祭り

の中にスポーツ体験は入っていますか」という質

問をしたいのですけれども、どうですか。 

＜依田委員＞地域のちから推進部長の依田でご

ざいます。 

 一応大きいイベントは花火大会を含めて５つ

ぐらいとは言われているのですけれども、年々で

やったり、やらなかったりです。スポーツ体験イ

ベントみたいなものが入っているときもあれば、

入っていないときもあるしみたいな形で、ここま

で推移してきています。 

＜植松副会長＞ありがとうございます。 

 何が言いたいかというと、お祭りって、聞こえ

ない人も、見えないお友達も、車椅子のお友達も、

みんな集まるのですよ。お祭りって、みんな好き

な場所なのですよね。環境なのですよ。「ここっ

て共生社会を実現している場所じゃん」と思った



12 

 

のですね。そのお祭りは、誘うんじゃなくて、勝

手に来てくれるのですよ。そういう仕組みができ

たらいいなと思って、品川区はデフリンピック啓

発に力を入れていくために、お祭りの中に、デフ

スポーツだけじゃなくて、パラスポーツ、ほかに

も飲食店の屋台がありますよね。あれも聞こえな

い人の当事者が、飲食をやっているお店がいっぱ

いあるのですよ。そこに呼んだのですよ。そうし

たら接客の仕方も、皆さんが体験できます。スポ

ーツだけじゃないよねと。そういう中で横のつな

がりが、実はいろいろな障がい者、当事者と話す

きっかけができるのですね。それで僕も友達にな

ったのですよ。「あっ、お祭りという場所は最強

じゃん」と思ったのですね。そういうスポーツと

お祭りを掛け合わせてもいいのかなと僕の中で

はイメージがありました。それを１つ別の案とし

て来年度、２年後、３年後でもいいですから、ど

こかのお祭りで「一緒にやれそう？」という持っ

ていき方もいいかなと思ったのでお話しさせて

もらいました。 

＜依田委員＞地域のちから推進部長の依田でご

ざいます。 

 非常に貴重なご意見ありがとうございます。い

つから具体的にできるかというところは名言で

きませんが、関係所管と調整していきたいと思い

ます。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。非常によ

いアイデアだと思っております。 

 そのほか、もしよろしければ、どうぞ。 

＜中村委員＞東京ヴェルディの中村です。 

 この会に参加させていただいて、１つ思ったこ

ととして、立場が違えばいろいろな思いもあるか

なと思うのですけれども、皆さん、重度障がいの

方々も頭の片隅に入れてお話をしていけると、さ

らにいい会になるのかなと思いました。以上です。 

＜盆子原会長＞あと、中村委員からはｅスポーツ

の話もございましたね。これは依田委員から、こ

れからだんだん準備するといいますか、企画の中

に入れていく案だという話がありましたけれど

も。ありがとうございます。 

 そのほかございますでしょうか。 

 私のほうからなのですけれども、私は理学療法

士なので、こういった連携においては医療関係、

または福祉関係において連携を図れたらなと思

っております。 

 大ざっぱにどんな内容かというのは分からな

いのですけれども、いろいろな福祉施設でも障が

いの方が入ってこられて、そしてまた地域のほう

に広がっていく。そんな中でコンシェルジュのよ

うな、そういった方々が説明をしてパラスポーツ

のほうに推進していけたらなと思っております。 

 こういったことでしかあまり皆さんに協力で

きませんけれども、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

 そのほかございませんか。どうぞ。 

＜戸部委員＞１つ質問してよろしいでしょうか。

ちょっと議題から外れちゃうかなと思っている

のですけれども。 

 この初級パラスポーツ指導員養成講習会、要す

るに指導員を養成するというのは、これは東京都

障害者スポーツ協会がやっている障がい者スポ

ーツ指導員とは別と考えていいのですか。それと

も一緒のものなのでしょうか。 

＜村本スポーツ振興課長＞スポーツ振興課の村

本です。 

 一緒のものでございます。 

＜戸部委員＞はい、分かりました。ありがとうご

ざいました。 

＜盆子原会長＞ありがとうございます。 

 よろしいでしょうか。 

＜中村委員＞東京ヴェルディの中村です。時間が

あるので、先ほどｅスポーツの件でよろしいでし

ょうか。 

 10 月、11 月かな、板橋区でパラスポーツの体

験教室という形で、いろいろなパラアスリートだ

ったりとか、あとは障がい者スポーツ団体の方々

にお越しいただいて活動を行いました。その中で

ｅスポーツのほうも活動させていただいて、重度

障がいのある人、例えば視点で PK をするとか、

ボールを蹴るとか、そういうシステムがあったり

とか、あとは自分の体が動く場所で eスポーツを

楽しむとか、事前に「ｅスポーツもやります」と

いうことを告知させていただいたので、重度障が

いのある方々もいらっしゃって、活動を楽しんで

いました。 

 我々、障がいのある・なしに関わらず、こうい

った活動を楽しむというところと、１つヴェルデ

ィの中でなかったというところでいうと、我々が

「誰もが」と言っていて、その中で重度障がいの

ある人たちのところでは抜けている部分があっ

て、今でもやっていても、ひょっとしたら「誰で

も」というところでいうと、なかなかそこに当て

はまらない人たちもたくさんいるかなと思うの

で、そこの当てはまらない人たちにもスポットラ

イトを当てられるような形で、活動がこれからも

できたらいいなと思っております。 

 板橋の事例はすごくいい活動にはなったのか

なと思います。動画も上がっていますので、お時

間があれば見ていただければと思います。以上で

す。 

＜盆子原会長＞貴重なご意見を頂きまして、あり

がとうございます。 

 前に永島委員からも、いわゆる分身アバターで

自己表現といいますか、自己実現できるという、

非常に誰でも楽しめるというか、重度の障がいの

方も非常に楽しめる企画だなと感じております。 
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 そのほかございますでしょうか。 

 ないようでしたら、全体を見て事業内容等がな

ければ、これで次のところに行かせていただきま

す。 

いろいろなご意見が出たと思いますが、その意

見を基に事務局案を提出していただきたいと思

います。また次回に協議していくという形で進め

ていきたいと思います。 

 

３ その他 

 

＜盆子原会長＞続いて、次第３の「その他」につ

いて、事務局からご説明をお願いいたします。 

＜村本スポーツ振興課長＞次第の３についてご

説明いたします。こちらは口頭のみのご説明で、

資料をご用意しておりません。申し訳ありません

が、ご容赦願います。 

 本日の審議でも少しご説明いたしましたが、東

京オリンピック・パラリンピックの開催に際しま

して、区ではオランダ連携事業を行いました。そ

の中で地域のスポーツ関係者の方や福祉施設の

職員の方などにお集まりいただき、パラスポーツ

推進について意見交換を行いました。本日ご参加

の委員の皆様の中にも、それぞれ別のお立場でご

参加いただいた方もいらっしゃいます。 

その後、コロナ禍となりましたが、スペシャル

クライフコートができ、区では様々なパラスポー

ツに関する事業をスタートさせました。このパラ

スポーツ推進協議会の発足も、その一つかと思い

ます。 

 ですけれども、オランダ連携事業で行った地域

の現場で活躍されている皆様が大勢集まって意

見交換をする機会がありませんでしたので、お互

いの関係づくりも兼ねまして、パラスポーツミー

ティングという名目で意見交換会を開催したい

と思います。 

 開催は３月中旬を予定しております。パラスポ

ーツ推進協議会の皆様にも、ぜひご参加いただき

たいと考えております。 

 日時の詳細は１月下旬頃に個別にお手紙を送

付したいと考えております。その際には、お手数

ではございますが、ご出席の可否などお教えくだ

さいますようお願い申し上げます。 

 また、昨年３月に、こちらの協議会にゲストと

してご参加いただきましたパラスポーツの専門

家のリタさんにパラスポーツミーティングにも

ご参加いただき、アドバイスを頂く予定となって

おります。 

私からは以上です。 

＜盆子原会長＞ご説明いただきまして、ありがと

うございました。 

 本日の協議事項は以上となりますので、事務局

に司会を戻します。 

 

４ 次回日程について 

 

＜村本スポーツ振興課長＞長時間のご審議あり

がとうございました。 

 次回の日程についてお知らせいたします。 

次回は３月 28日（金曜日）10時、場所は本日

と同じ、こちらの特別会議室で開催いたします。

改めまして１か月前には開催の通知と、２週間前

には会議資料を送付させていただきます。お忙し

いところ恐縮ではございますが、次回のご参加も

よろしくお願いいたします。 

＜依田委員＞地域のちから推進部長の依田でご

ざいます。 

最後に補足でございます。来年２月、３月、４

月で、パラスポーツに関するイベントを連続して

やっていく予定にしております。ボッチャ大会等

も含めまして開催いたしますので、またそちらに

つきましては各委員の皆様に個別にご連絡をご

案内させていただきたいと思っておりますので、

お時間がありましたら会場のほうにお越しいた

だければと思っております。どうぞよろしくお願

いいたします。 

＜村本スポーツ振興課長＞最後に事務連絡が２

点ございます。 

 １点目ですが、会議の冒頭でもご説明いたしま

したが、事前に第３回の議事録をお送りしており

ます。ご自身のご発言をお読みいただきまして、

内容について修正の必要がある場合などがござ

いましたら事務局までお申し出ください。 

 ２点目です。お車でお越しの方は無料の駐車券

をお渡しいたしますので、出口の係員にお声がけ

ください。 

 それでは、以上もちまして本日の推進協議会は

終了いたします。誠にありがとうございました。 

 お忘れがないようお気をつけてお帰りくださ

い。ありがとうございました。 

 


